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新洵にかつて人とともにあった潟、 「 鎧
褐」。まだ辛うじて残る土地の人の品磁と残
された写真などの記録を辿り映像化し、その
あり力を探るとともに、イギリスの湿地 nヽf プ
ロ ーズを訪ねた野垣成恵氏、水辺と人のあり
方を長年模索してきた大熊孝新潟大学名件
教授（土木工学）にお話をいただき、その後
意見を交流する公開ディスカッションを行
い、ここ新褐で 「 泥と人間が共存する条件」を
探る「映像」x 「 トーク」の複合シンポジウムを
開催します。

主催：新潟と会
協力：豊かな越後平野の原風屈を考える会

NPO法人新潟水辺の会
新潟県股業大学校
潟束歴史民俗沢料館

協伎：
株式会社アクアデザインアマノ
株式会社頂川材木店
デザインル ームアマノ

仁QQ;霰;: ● Ill� 林店
「 鎧潟」とは

かつて新沿以西浦ぷ（郡（現・斬if.l,li西蒲Ii)のIt!を町 、 IU印II
町 、 10潟束村にまたがって(f在した辺湖越後平野の湖沼の中で
も東洒 、 1+1北に2.5kmとUも人さな潟であった箱潟A1辺に住む
人々は、 農窯とともに漁9J(フナ・コイ・ウナギ吝）・狩猟（カモ・讀り
A亨）・採集（ヒシの実・蓮�)という縄文以米の＂らしを継水しつ
つ、 舟遊びに釣り 、 又しい四手の嵐毀に憩うなど． 込の豊かさを7
受しながら出と共'"Lてきた

探＂が低く度々水冑にµ舞われてきた周辺の低湿地では、 江H
後期よりtlif.l· 田出・人囚の三潟の水を抜くための新川趾冑じ/I
をはじめ 、 I: 地改只や絣地拡大の努力が続けられてきた明治に
人り1拓が進む前の閉氾は 、 遊水池としての役割が大きかった
が.Ill後、 』な述9食糧増産と周辺員家の要賃により、 全面閲拓の
什両がなされ、昭和33年「国門鐙潟F拓紐設り1烹」 が行工．潟に
流入する3刈Illを新たに開用した水路に移し.5基の惇水讚場を
辺って潟水を携水するという人11業を展開した昭和41年に全曲
F拓が完（し 、 翌年234haに及ぷ水田が辺成され、現在にゼろ

Program 
第 一 部 13:00 

映像『鎧潟の記憶』十詩『鎧潟』
映像：柑沢和典・梧沢彫子（プリコ ール） 30分程度
詩・朗読：国見修二氏（詩人） 20分程度

F拓がなされ 水田として姿を変えるまで、既かな植生と生物の多様性で周辺の人々の生活を支え続けたr鉗潟」
失われつつあるr潟とともにあった生括」の体験行の声を ，記録し 、 故石1J11J丘栄l"J氏の残した万只品録をはじめと
した残仔する沢料を映像化・J:映します
また、「鉗潟J周辺で生まれ打ち、詩集r鉗厖hを行した詩人lfil見修二氏をお招きし 、 映像と合わせた諒の朗説をし
ていただきます。

第二部 14:00 -

『イギリス ・ ブロ ーズにみる
湿地と人との関係』
講浙：野垣成恵氏（アーサー・ランサム・クラブ会U)

イギリスの国民的作家、ア ー サ ー・ランサムのrオオパンクラプ物語』の舞台となった切かな湿地花、ノーフォ ー ク湖
沼地方。ョットの帆走技術を習うため、通祢 rプロ ーズ」と呼ばれるその地域を訪ねた野坦成恵さんに 、 イギリスの
湿地術と人との関係についてお話いただきます

第三部 14:30 ,.._ 

『越後平野の特徴と
かろうじて残された潟群』
講洞：大熊孝氏（新潟大学名抒教授）

「江戸時代初期の越後平野は、砂丘で抑えられ 、 河r Iは信濃川と荒川の.::.つしかなく、 かつ 11 本海は 1二満の差が
なく、潟が無数に存在する低湿地術であった。ここに18本もの放水路が造られ、強}Jな排水ポンプを数多く設骰
し、内水面の水位を海面Fに設定し、人地の中に水の動きを起こさせ 、 湿地術をHriして穀介地術を作り上げて
きた。ここには行き過ぎたIJII発も見られるが、かろうじて残された潟群には渡りflが飛来するとともに 、 ilil1もの心の
癒しとなる既かなn然を提供している さらに 、 近年ではF拓された水田を潟に復元する'JJ業が行われているこの
様な状況から越後平野のラムサ ー ル条約登録の可能性を探り、 今後の越後平野のあり方を与える」

第四部 15:00 - 16:00 

『2050年における新潟の潟』
クロスト ー クパネラ ー ：大熊孝氏、国見修二氏
中島榮 ー 氏（潟束歴史民俗沢料館館艮）、野垣成恵氏

新潟の「潟」がどのようなものであったのか、また現在はどのような状況であるのか、他国の湿地惜ではどのような
'll例があるのかなど、多様なテ ー マを交わし 、 今後どんな新潟の「潟」の未米像があり得るのかを探ります

お問い合わせ
MAIL info@bricole.jp 
TEL 090-9969-1136 
FAX 0256-77-2163 

水と土の芸術祭
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この事'l!Iょ水と上のこ術Q2018実＂委H会からの肋成を受I/'艮鼻しています．


